
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

５月臨時県議会 

田中惟允議員の平成 27年度の役割 

常任委員会   文教くらし委員会委員 

特別委員会   副委員長 南部･東部振興対  

策特別委員会 

県議会      意見書調整会議委員 

行政審議会   奈良県環境審議会委員 

5月 14日からの選挙後初議会では、議場における

議席指定や、役員選任等、議会の構成が行われた。 

今議会の役員構

成は、自民党奈良

を中心とするグ

ループが主導権

をとることにな

った。田中ただみ

つ議員の所属す

る自由民主党会

派は、議長等の役

職を担うことに

至らなかった。 

議席 
本会議場内で、田中ただみつ議員の座席位置は、議

長席に向かって左側、前から２段目、３人並びの真

ん中。今までの席から、一席左へ移動したことにな

りました。テレビの中継の時には、ご注目ください。 

毎回のことながら、役員構成をする議会は、本会議

開催に向けての議会運営委員会や議会事務局の準備

もあり、今回も夜までかかることになりました。 

今回の議席には、維新の党所属議員が５名加わった

ため、大幅な移動となった。 

環境審議会委員に 
改選前に引き続き環境審議会委員に選ばれた。 

環境審議会は、環境アセスメントを求められる開発

についてなど審議してきた。次の審議会のテーマは、

重阪の産業廃棄物最終処分場の拡張に関して意見が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求められている。 

審議委員としての都市計画審議委員は、

今回、他の議員が就任した。 

議員の収支を報告 
平成２６年議員個人の収支･

資産報告 
県議会議員は、昨年の所得と他からの収

入源を明らかにするための報告をしてい

ます。平成２６年の田中ただみつ議員の

所得は、県議会議員としての所得と年金

の合計額でした。 

また、土地、建物や株券等の資産については、詳し

く内訳を記入することになっていますが、報告すべ

き資産はありません。前年と同じでした。 

政治資金収支報告 
田中ただみつ後援会は、政治資金規正法に基づく収

支の報告を行いました。田中ただみつ議員の政治団

体は「田中ただみつ後援会」です。 

平成２６年の田中ただみつ後援会の収支は、下表の

とおりです。 

平成２６年 収入総額 4,168,741 

平成２６年 支出総額 3,722,744 

平成２７年へ繰越 445,997 

報告は奈良県選挙管理委員会に提出し、毎年公表さ

れています。主な支出項目は 

 人件費 1,105,900 

光熱水費 95,934 

 備品消耗品費 882,451 

 事務所費 458,038 

組織活動費 999,221 

 機関紙誌の発行事業費 127,500 

 調査研究費 53,700 

 合計 3,722,744 

 

政務活動費報告 
田中ただみつ議員の平成 26年度使用金額は、 

政務調査費は議員の政務活動を行う上で、必要な

経費を公費でまかなうこと認めると決められ、支出

の目的が合致し、決められた枠内での充当が認めら

れるものです。そのうち奈良県からの認定額は３３

６万円です。上回った額は、自己負担で会計処理し

ました。今年のこの政務報告は県議会議長に提出し、

議会事務局が決められた日に公表しています。 

また、平成 27 年度 4 月分についても政務活動費の

報告を求められ、提出しました。4 月には、県議会議

員選挙があったため、特別厳しいルールが科されて

います。 

統一地方選挙 

選挙結果 
大きな観点から見ると、奈良県議会議員選挙は維新

の党の影響を大きく受けました。維新の党で当選さ

れた５名方は、奈良県西部の選挙区（奈良市、生駒

市、香芝市、北葛城郡、吉野郡）であり、大阪の強

い影響下にあったといえます。 

宇陀市・宇陀郡選挙区においては、田中惟允議員は、 

市・村 得票数  

宇陀市 ８,８０６  

曽爾村 ７８７  

御杖村 ８６８  

合 計 １０,４６１  

１万票を超える、得票をいただきました。得票数の

重さに責任の大きさを感じています。 

平成 28 年度政府予算編成に関

する提案・要望会議に参加 
奈良日航ホテルで説明会が開かれた。 

理事者側から知事をはじめ各部課長、市長会の竹内

市長をはじめ各市長、各町村長が出席しました。 

聞き取る側として、奈良県選出各衆参国会議員が出

席し、来年度の、国の予算編成準備を進めるに当た

り、地元国会議員からの各省庁へ援護射撃をしてい

ただくための会議でした。県議会議員も理事者と一

緒になり予算獲得への運動でした。 

第９回紀伊半島三県議会

交流会議 

 

尾鷲市にある熊野古道センターで開催された会議に

参加しました。奈良県からは中村議長をはじめ、７

議員と事務局が参加。会議では、昨年の「リニア中

央新幹線の全線同時着工の実現」要望についての報

告が行われた。次に、本年度議題の、①観光振興に

ついて、②林業・木材産業振興について、③大規模

地震対策の推進について、意見交換がなされました。

最後に、三議題について、各議長と三重県議長が会

議まとめを行い、全体会議で了承されました。 

来年は奈良県で行われる予定です。 

経費項目 支出額  

調査研究費 216,018  

研修費 225,356  

広聴広報費 3,094,586  

資料作成費 244,103  

資料購入費 271,159  

事務所費 457,088  

事務費 513,203  

人件費 1,250,464  

合計 6,271,977  

県政ネットワーク発行者 

発行人 田中ただみつ 

所在地 〒633-2166 

宇陀市大宇陀 

迫間５１－３ 

電 話 0745-83-1188 

ＦＡＸ 0745-83-3272 

 

 

 

平成２７年８月号 

選挙後の臨時議会―議会内役員改選― 

 

 

新議長 中村  昭氏       新副議長 山本 進章氏 

（円） 



田 中 た だ み つ 議 員 

文教くらし委員会で発言 

     

文
教
く
ら
し
委
員
会 

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日
文
教
く
ら
し
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
く
ら
し
創
造
部

及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
務
に
関
す

る
事
を
対
象
と
し
て
審
議
を
行
う
委
員
会
で
す
。 

行
政
の
、
そ
れ
ぞ
れ
各
理
事
側
の
対
象
は
、
左
の
組

織
図
に
な
り
ま
す
。 

 

 

 

く
ら
し
創
造
部
関
係
の
課
題
で
あ
る
、
宇
陀
市
多
田

に
あ
る
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
環
境
問
題
に
関

し
て
は
、
す
で
に
幾
度
も
地
元
の
意
向
を
奈
良
県
に

と
り
つ
ぎ
、
対
話
集
会
を
重
ね
て
い
ま
す
。
田
中
た

だ
み
つ
委
員
は
、
文
教
く
ら
し
委
員
会
に
お
い
て 

１
、
片
親
家
庭
、
貧
困
家
庭
の
生
徒
の
就
学
支
援
に

つ
い
て
対
策
を
求
め
ま
す
。 

２
、
岡
議
員
の
指
摘
に
関
連
し
て
、
学
校
の
授
業
料

は
個
々
の
家
庭
で
は
必
要
な
い
が
、
授
業
料
外
の

各
家
庭
の
負
担
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
デ
ー
タ

が
あ
れ
ば
お
示
し
さ
れ
た
い
。
な
け
れ
ば
、
調 

     

査
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
、
私
学
助
成
に
関
し
、
運
用
は
総
務
部
で
行
わ
れ

て
い
る
。
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

と
し
て
、
一
元
的
な
教
育
に
対
す
る
対
応
が
な
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
と
思
う
が
、
お
考
え
方
を
ま
と

め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

以
上
の
３
点
に
つ
い
て
、

答
弁
の
即
答
を
求
め
ず
、

今
後
の
論
議
の
中
で
回

答
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

七
月
二
十
四
日
、
文
教

く
ら
し
委
員
会
は
、
県

内
調
査
に
現
場
へ
赴
き

ま
し
た
。
一
箇
所
目
は
、

県
立
奈
良
西
養
護
学
校
、

一
学
級
の
定
数
は
、
六

人
と
し
て
い
る
が
、
重

度
に
よ
っ
て
三
人
～
八

人
学
級
で
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
の
建
設

時
期
の
古
い
県
立
の
養

護
学
校
の
中
に
は
、
空
調
設
備
の
整
っ
て
い
な
い
教

室
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
養
護
学
校
の
先
生
か
ら
も
、

説
明
を
受
け
た
い
と
の
希
望
を
申
し
入
れ
、
訪
問
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

次
に
、
幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
元
的
に
運
営
す
る
施

設
と
し
て
新
し
く
建
て
ら
れ
た
平
群
町
の
幼
保
一

体
型
施
設
「
平
群
ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
」
が
今
年
度

か
ら
開
設
さ
れ
た
の
で
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

建
物
内
は
明
る
く
、
廊
下
が
広
く
、
子
ど
も
た
ち
の

動
き
や
す
そ
う
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地

域
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
子
ど
も
を
迎
え
に
来

る
親
の
駐
車
場
が
広
く
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
入
園
、

退
園
児
に
は
乗
用
車
が
百
台
ほ
ど
が
出
入
り
す
る

そ
う
で
す
。 

 
 

 

 

南
部･

東
部
振
興
対
策
特
別

委
員
会 

六
月
十
七
日
、
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
中
委
員
長
が
挨
拶
を
し
た
後
、
理
事
者
側
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
、
南
部
東
部
振
興
監
、
農
林
部
長
、

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
長
が
関
係
者
を
紹
介
し
ま

し
た
。
新
委
員
会
構
成
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度

主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
農
林
部
長

か
ら
（
公
益
財
団
法
人
）
奈
良
県
林
業
基
金
の
解
散

及
び
債
務
整
理
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

林
業
基
金
に
つ
い
て
は
、
分
収
造
林
を
進
め
て
き
た

が
、
今
日
の
木
材
価
格
が
最
盛
期
の
十
分
の
一
以
下

に
低
迷
し
て
い
る
。
当
初
の
予
定
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
他
府
県
で
は
林
業
基
金
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、

林
業
基
金
の
清
算
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
度
、

奈
良
県
林
業
基
金
を
清
算
す
る
こ
と
に
し
た
。 

残
念
な
が
ら
契
約
を
し
た
当
事
者
に
は
、
資
産
の
売

却
が
で
き
て
も
出
資
額
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が

戻
る
こ
と
に
な
る
予
測
で
す
。
こ
の
よ
う
に
な
る
原

因
は
根
本
的
な
話
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
す
る
住

宅
が
工
場
で
製
造
さ
れ
る
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
公
共
の
建
造
物
は
、
不
燃

材
で
建
築
す
る
制
度
に
な
っ
た
こ
と
、
外
国
か
ら
の

木
材
輸
入
自
由
化
に
よ
り
、
木
材
価
格
が
長
期
に
わ

た
る
凋
落
し
続
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

今
日
、
木
造
の
多
層
階
（
二
階
以
上
）
の
木
造
建
造

物
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
な
お
、
木
造
建
造
物
を
立
て
る
こ
と
に
対
し
て
の

抵
抗
感
が
強
い
。
し
か
し
、
木
材
利
用
の
推
進
は
、

法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
県
庁
の
担
当
職
員
が
積
極

的
な
発
言
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

意
見
書
調
整
会
議 

選
挙
前
に
引
き
続
き
、
意
見
書
調
整
会
議
の
メ
ン
バ

ー
と
な
り
ま
し
た
。 

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
意
見
書
案
は
七
件
。 

政
党
色
を
前
面
に
打
ち
出
し
表
現
し
た
安
全
保
障

関
係
の
意
見
書
は
、
意
見
が
不
一
致
で
提
出
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
件
は
労
働
者
派

遣
法
が
改
正
さ
れ
国
の
制
度
が
固
ま
っ
た
た
め
提

案
者
か
ら
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
提

案
さ
れ
た
各
会
派
と
他
の
会
派
に
よ
る
意
見
書
の

内
容
確
認
や
主
張
の
違
い
を
調
整
す
る
意
見
の
交

換
が
行
わ
れ
ま
す
。 

各
会
派
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
意
見
書
は
、
本
会
議

で
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
す
。
議
決

さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
内
容
に
関
係
す
る
政
府
機

関
等
に
送
付
さ
れ
、
奈
良
県
議
会
と
し
て
の
考
え
を

伝
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

今
回
決
議
さ
れ
た
意
見
書
は
、
①
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

（F
C

）
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
。
②
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
。
③

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
。
④
子

ど
も
等
に
係
る
医
療
費
助
成
と
国
保
の
減
額
調
整

措
置
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
。
そ
れ
ぞ
れ
社
会

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ

ー
マ
で
す
。 

県
議
会
開
会 

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
第
三
百
二
十
回
の

県
議
会
が
知
事
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
。
公
報
で
は
、 

奈
良
県
公
報
平
成
２
７
年
６
月
１
５
日
（
月
）
号
外

第
１
８
号
に
奈
良
県
告
示
第
８
７
号
は
平
成
２
７

年
６
月
２
２
日
定
例
県
議
会
を
奈
良
市
に
召
集
す

る
。
奈
良
県
知
事
荒
井
正
吾
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
議
会
は
、
議
長
の
名
に
よ
っ
て
招
集
す
る
の
で
は

な
く
、
知
事
名
で
招
集
さ
れ
ま
す
。 

今
議
会
に
お
い
て
、
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

補
正
予
算
額
は
、
百
二
十
一
億
七
千
五
百
万
円
。 

実
質
的
な
今
年
度
の
予
算
は
、
前
年
度
の
補
正
予
算

が
、
二
月
に
提
案
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
今
年
度
予
算

に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
二
月
議
会

に
お
い
て
、
今
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
年
度
の
一
般
会
計
の
合
計

予
算
規
模
は
、
今
回
成
立
し
た
も
の
を
含
め
、 

四
千
九
百
十
四
億
八
千
五
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
六
年
度
の
予
算
総
額
が
、
四
千
九
百
十
七

億
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
予
算
総

額
に
な
る
予
定
で
す
。 

南
部
・
東
部
振
興
対
策 

特
別
委
員
会
県
内
調
査 

 
 

八
月
五
日
、
㈱
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
奈
良
の
建
設
現

場
を
調
査
し
ま
し
た
。
大
淀
町
馬
佐
に
プ
ラ
ン
ト
が

建
設
中
。
投
資
総
額
は
、
約
三
十
八
億
円
。
年
間
の

売
電
量
四
万
四
千
メ
ガ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
。
約
一

万
二
千
世
帯
の
消
費
量
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き

る
予
定
。
年
間
の
木
材
消
費
量
は
、
七
万
ト
ン
で
、

間
伐
材
を
五
十
％
、
製
材
の
端
材
や
バ
ー
ク
を
三

十
％
、
そ
の
他
の
木
材
を
二
十
％
使
う
予
定
と
聞
き

ま
し
た
。
現
在
の
木
材
業
界
で
ま
か
な
え
な
い
と
き

に
備
え
、
発
電
用
の
木
材
生
産
を
準
備
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
そ
の
準
備
も
進
め
た
い
と

の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
の
完
成
は
今
秋

の
予
定
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
下
市
町
の
木
工

舎
「
市
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ 

」
で
、
杉
柾
材
の
椅
子
、
ベ
ッ

ド
な
ど
の
取
り
組
み
を
調
査
し
ま
し
た
。 

県

議

会

報

告 文
教
く
ら 

 
 

 

し
委
員
会

県
内
調
査 

奈
良
西
養
護
学
校 

 
 

 
 
 

平
群
ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園 


